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論文内 容の要 1:::. 
田

下顎前夫の治療法として，従来から機能的顎矯正法や顎間同定法あるいは顎外固定法(傾~I日装置)

などが応用されている口この中の一つ顎外回定法も成長発育中の下顎前突忠者に対し治療効果を上げ

てはいるが，その効果が何によるかは穏々想像されているのみで，未だ解明されるには至っていない。

そこで臨床的ならびに実験的にその治療機転を追求すべく本研究を試みた。

臨床的にはまず傾11I日装置の装着によって起る一時的な状態変化を調べ，さらに顧問装置のみにより

治療し明瞭な臨床効果を示した下顎前夫忠者15名の治療前後における側面頭部X線規格写真の分析に

より，変化の部位方向などを追求した。対照として用いたのは大阪市立福日小学校学車 160名中自然

治癒傾向が認められた下顎前突者 7 名の経時的な側面頭部X線規格写真の分析値である。乙の結果治

療による下顎骨の後方転仇と，一部において下顎骨後縁より下顎骨下縁に至る下顎骨外形線の変化が

認められ，下顎角の狭少となる傾向を認めると共に下顎骨日体の変形が推測出来た口

一方動物実験に際しては，成長発育しつつある家兎を用い，これに願11I目装置に類する自家考技の下

顎牽引装置を決着し，肉眼的ならびに頭部X線写真によって観察すると共に組織学的に岡田・三村に

よる酎酸鉛生体染色?去にもとづく鉛線で，骨の成長発育の跡を明瞭に観察できる椋配慮し実験を進め

た。その結果臨床におけると同税に下顎骨の後方転位とその変形を認めた口すなわち下顎休部の前方

への成長発育は苦しく抑制せられ，下顎技部においてもその後縁より前縁にかけて骨添加量は減少し

ていたが，下顎体部下縁および下顎角部後縁より外側にかけて骨皮質への骨添加量は不規則であるが

増大し，下顎体部は全体として太く短く，下顎角は狭少となる傾向が認められた。乙の他下顎骨の後

方転位に伴い，校合関係 lこ異常を来たし，掠l牙は動揺しさらに下顎頭部にも種々程度の差はあるが，

外傷による炎症性変化が見られ，乙とに率引力が強い場合においては下顎骨骨髄の線維化さえも伺わ
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れた。しかし上顎骨では臼歯歯槽部に変化が見られただけであり，さらに四肢骨，頭蓋骨の骨添加量

は対照に比し殆んど差異はみられなかった。

このような事実から願rlr日装置を下顎前突忠者に装着した場合， その下顎骨は後方に転位すると共

に，新しい環境に適応せんとする生体の反応として主に下顎骨に骨の改造が起り， 変形を招来する

が，この際下顎骨の変形は下顎骨に付着あるいは相接する諸筋の影智を否定することは出来ないもの

の，外力による骨の歪力が可成り大きな役割を演じているものと考えられる口また下顎骨各部にみら

れた外傷による炎症性変化は，前印|矯正臨床の実際として実験動物にみられた担者'1珂ではなく，その

程度に去はあるが，極めて絞徐に行なわれる生理的な骨の改造と異なり，願~l日装置で比較的短期間に

下顎骨を後方に転位せしめる商科矯正治療に際しては，一時的ではあるが下顎骨の機能構造が破壊せ

られる部位もあり，そのようなことが雨後の下顎骨の成長発育を多少とも抑制し，これもまた下顎前

失患者の治療効果をあげる一因となるのではあるまし 1かと考えられる。

論文の審査結果の要旨

本論文は，願~l\~装置による下顎前突患者の治癒機序を解明するために，臨床的ならびに実験的立場

から顧rlJ白装置によって下顎に後方空 DI 力を加えた切合，成長発育中の下顎骨におよぼす影響を迫求し

たものである。

すなわち，臨床では願 rll自装置のみで治癒した下顎前突忠者15名と，日然治癒傾向を示した下顎前突

者 7 名につき|臨床的ならびに側面頭部X線規格写真法で，両副ーの治癒経過を比較分析し，他方実験で

は，正常家兎を用い願帽装置に類する牽引装置を工夫し，下顎に牽引力を加え，成長発育 rlJ の下顎骨

におよぼす影悼を肉眼的ならびに X線写真の分析，さらに岡田・三村氏生休染色法を併用して病理組

織学的検索をも併せて行なっている口

その結果， (1) 臨床的には，下顎前突忠者を願帽装置で治療した際は，下顎骨の後方転位とともに

変形を招来し下顎角が狭小となって治癒に役立つこと， (2) 実験においても，臨床におけると同様下

顎骨の後方転位を認めたほか，下顎骨の前方への成長は抑制されるが，下顎骨休部の外側と下顎枝後

紋のJ白添加量が増大する結果下顎骨骨休部は太く短かく変形し，下顎灼も狭小となる傾向を示し，さ

らに岐合閃係の異常化に伴い日 1曲部歯槽・下顎頭部に，一時的な外傷による機能構造の破壊が認めら

れた。さらに牽引力が強大な場合 lこは，それらの変化はいよいよ評 r:!fJ で，下顎骨骨髄の線維化さえも

うかがわれた口

以上の成績ーから， 著者は顕11I目装置で成長発育中の下顎前史忠者を治療した際， 下顎骨の後方転位

と，変形を招来し，校今異常: ~こ伴う商梢および下顎頭の外傷による病的状態が，下顎骨の以後の成長

発育に多少とも影響して治癒におもむくのではあるまいかと推論し， さらに向一科書百正治療町一の過大矯

正力を警告している口

以上本論文は，願11I目装置による下顎前突患者の治癒機序の一端を明らかにしたもので，世"1 学特に N~­

科矯正臨床に貢献するところ大である。
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